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概要
本論文では、プロ野球における「都市伝説」を計量的に分析している。例えば、東京ドームでは空調操作
を行い、巨人の打者が打席に立つときにホームランが出やすくなるように操作しているという「ドームラ
ン」は野球界における都市伝説の一例である。ここでは 2023 年の日本のプロ野球選手の打席成績のデータ
（ケース数は 46,406）を使い、野球界におけるいくつかの「都市伝説」を検証している。ここでは球速が遅
いほど、打者の体重が重いほど、そして球種がストレートの場合に、打者と投手の利き腕が異なる場合、打
球がホームランになる確率を高めることがわかった。本論文では、野球ファンの間でよく話題になる「ホー
ム球場だとホームチームは本塁打を打つ」という都市伝説は実証できなかったものの、プロ野球における主
要な都市伝説を検証することができた。
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1. はじめに
野球は相手よりも多くの点を取ることが球団の勝利につながるため、打者がどれだけ安打を打つかが勝率に
関わってくる。中でも、ホームランは、単打に比べ、一度に多くの得点を得ることができるため、勝利に大き
く関係していると考えられる。日本プロ野球（以後、NPB）では、王貞治選手が 1970 年代に通算 868 本の
ホームランを打った記録は未だに破られておらず、近年では、大谷翔平選手がメジャーリーグベースボール
（以後、MLB）において、史上初の「50本塁打、50盗塁」を達成したことで、ホームランへの魅力はますま
す広がっている。また、近年は野球における統計学であるセイバーメトリクスの普及と発展により、データに
よる野球が身近なものになってきている*1。本論文の目的は、プロ野球におけるホームランに関する「都市伝
説」を検証することである。野球ファンの間では、球種、球速、打者の体重、打者と投手の利き腕の組み合わ
せ、ホーム球場における優位性などがホームランに関連していると言われているが、実際はどうなのであろ
う？本論文では、Japan Baseball Data株式会社が提供する 2023年の NPBにおける打席成績データ（ケー
ス数 46,406）を使って、日本プロ野球界における様々な都市伝説を計量的に検証している。ここでは、球速が
遅いほど、打者の体重が重いほど、そして球種がストレートの場合、打者と投手の利き腕が異なる場合、ホー
ムランになる確率を高めるという結果を得ることができた。次節では、ホームランを打つための要因に関する
先行研究を紹介する。第 3節では、本論文で検証する仮説を提示し、第 4節では、分析モデルの説明、第 5節
では、分析に使ったデータと分析方法を示す。第 6節では、分析結果の紹介、第 7節では、結論と今後の展望
について述べる。

2. 先行研究
NPB におけるホームランの要因に関する定量的な研究は数が少ないが、米国のMLBにおいては、ホームラ
ンの要因に関する研究は数多く存在している（Albert, 2024; 筒井他, 2011; Baseball Geeks, 2020; Mears,2015

など）。例えば、MLBにおける 2015年のデータを使った Albert（2024）の最新の研究では、走者がいない
時に打ったホームラン（ソロホームラン）は増加傾向、満塁ホームランは減少傾向にあり、ホ―ム球場でホー
ムチームが本塁打を打つ傾向については確認されず、初球がホームランになりやすいという結果を得ている。
Mears（2015）はMLBにおける 2014年の試合データを使用し、「球種」や「初球打ちの優位性」などについ
て分析を行い、フォーシーム（以後、ストレート）だと ホームランになる割合が 40%であり、ホームランに
なりやすい球速は、125-135kmという結果を得ている。いずれの研究も、MLBの試合における膨大なデータ
（Retrosheet）を使用して分析している*2。体格が打撃内容にどのような影響を与えるのかという事に関して
は、筒井他（2011）が野球における競技レベルを高校野球、大学野球および社会人野球、さらに NPB、そし
て MLB に分類した上で分析した結果、プロ選手においては、体重が重いほど長打率が高くなる傾向を示して
いる。ホームランと球速の関係に関しては、Mears （2015） が分析しており、MLB では 125-135km の球
速が最もホームランになりやすいという結果を得ている。打者の利き手と投手の利き腕（以後、打者と投手

*1 セイバーメトリクス （SABRmetrics） とは、野球についての客観的・統計的な研究のことである。具体的にはバントや盗塁と
いった戦術が本当に有効なものかどうか、あるいはどのような選手が球団の勝利に貢献している選手なのか、といった事柄が主な
研究対象となっている。

*2 Retrosheet では Scoresheet と呼ばれるボランティアのプロジェクトが打席ごとのデータを収集し、2006 年からは、すべての投
球の軌道やスピードを計測している。2015 年からは打球の速度や位置、ランナーや野手の位置や動きをコンマ数秒の世界で計測
したデータを無料で公開している。
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の利き腕）の打撃成績に関する先行研究では、Baseball Geeks （2020） が投手と打者の「利き腕が異なる場
合」の対戦と比較した結果、両者の「利き腕が同じ場合」の対戦だと、空振り率が増え、本塁打率や打者のパ
フォーマンス（OPS） が下がるという結果を得ている（Baseball Geeks, 2020）*3。ホームランと球種につい
ての Mears による MLB における分析では、投手が投げる球種が変化球（スライダー、ツーシーム、チェン
ジアップ）の場合、ホームランになる割合がそれぞれ 10%を超えているが、ストレートだとホームランにな
る割合が 40%になり、圧倒的に多く打たれているという結果を示している （Mears, 2015）。以上の研究成果
を踏まえ、本論文では、MLB で確認された現象が、日本のプロ野球においても確認できるかどうか、2023年
の NPBにおける打席成績データを使って分析を試みる。

3. 仮説
本論では 5つの仮説を検証する。
H1: 打者の体重が重いほどホームランになる確率が高い
筒井他（2011）の研究成果に準拠し、NPB における最新データを使って打者の体重とホームランの確率を
検証する。
H2: 球速が遅いほど、ホームランになる確率が高い
Bryan Mears（2015）の研究成果に準拠し、最新データを使って NPB における球速とホームランの確率を
検証する。
H3: 球種がストレートだと、ホームランになる確率が高い
Bryan Mears（2015）の研究成果に準拠し、最新データを使って、NPB における球種とホームランの確率
を検証する。
H4: 打者と投手の利き腕が異なる場合、ホームランになる確率が高い
投手と打者の利き腕が同じ場合だと、バッターにとって球筋が見えにくいため、ホームランになりにくい。
しかし、例えば、投手が右利きで打者が左利きであると、打者からは投手が投げる球の球筋が見えやすくなる
ため、ホームランになる確率が高まるという説明には説得力がある。ここでは、Baseball Geeks （2020）の
研究成果に準拠し、NPB における最新データを使って、投手と打者の利き腕を 4パターン（打者-投手の順）
に分類し、利き腕とホームランの確率を検証する。
H5: 球団チームが所属するホーム球場だと、球団チームはより多く ホームランを打つ
日本のプロ野球ファンの間では「ホーム球場の方が本塁打になる確率が高い」という都市伝説が密かに囁か
れている。Albert（2024）は MLB ではホーム球場だからといって、ホームチームがよりホームランを打つと
はいえないという研究成果を示している。しかし、本論では、ホーム球場とアウェイ球場では選手のモチベー
ションなども異なると想定し、最新データを使って NPB におけるホーム球場とホームチームのホームラン確
率を検証する。

*3 OPS （オプス）とは、On-base Plus Slugging の略であり、出塁率と長打率を足し、合わせた値で、打者のパフォーマンスを示
す指標である。
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4. モデル
図 1は本論で使用する統計モデルを示している。本モデルの従属変数（Y）は、図 1の右端に表示されてい
る「HR」で、打者が「ホームラン を打つ（ = 1）」のか「打たない（ = 0）」のかという「2値変数」である*4。
ここでは、打者がホームランを打つことに影響していると思われる 5つの要因（打者の体重、球速、球種が直
球かどうか、打者と投手の利き腕の組み合わせ、ホーム球場かどうか）を主要な「独立変数（X）」としてモデ
ルに含めている。これら 5つの要因以外に、打球がホームランになるかどうかに影響していると思われる要因
として 9つの変数を「統制変数」としてモデルに投入している*5。これら 5つの要因以外に、打球がホームラ
ンになるかどうかに影響していると思われる要因として 9つの変数を「統制変数」としてモデルに投入してい
る。これらの「統制変数 （Z）」は身長、年齢、規定到達、シーズン打席数、代打かどうか、ランナーの総数、
アウトカウント、球が外角低めかどうか、球団の違いであり、いずれも打球がホームランになることに影響し
ていると想定できる*6。

図 1 統計モデル

*4 「2値変数」は「ダミー変数」とも呼ばれ、数字ではないデータを数字に変換した変数のことである。例えば、ストレート（直球）
であれば 1、それ以外の球種を 0 と変換してモデルに含めている。

*5 「統制変数」とは主要な独立変数以外に、従属変数に影響を与えていると思われる変数のことであり、コントロール変数とも呼ば
れる。

*6 規定到達選手とは、野球において、所属するチームの試合数に 3.1を掛けた打席数に到達した選手のこと。シーズン中に ホームラ
ン を１本でも打った選手のうち、重複している規定到達選手は除外している。
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5. データと分析手法
ここでは、前節で導き出した 5つの仮説をロジスティック回帰分析を用いて分析する*7。本論では、Japan

Baseball Data株式会社が提供する 197 名の選手に関するデータを使う。この 197 名の選手の内訳は、NPB

の 2023年の公式戦 143 試合において規定打席に到達している 49 名と、シーズン中にホームランを 1本でも
打った 148 名であり、分析単位は投手とバッターの対戦であり、ケース数は 46,406 である。

表 1 データの記述統計（2023 年の NPB公式戦データ）
Note: 統制変数を含む記述統計に関しては Appendix 1を参照。

従属変数：ホームランダミー
表 1は本論文で使うデータの記述統計である。従属変数は「ホームランダミー」で、対戦結果がホームラン
であれば 1、そうでなければ 0 という値をとる。平均値 0.02 が示しているのは、2023年のシーズンで打者が
バッターボックスに立った 46,406回のうちホームランは 2%、つまり 928 本ということが分かる。
主要な独立変数：
ここでは以下 7つの変数を、5つの仮説を検証するための主要な独立変数と指定している。
①「打者の体重」
対戦する打者の体重で、単位は kgである。
②「球速」
単位は km/h

③「直球ダミー」
球種がストレートなら 1、それ以外は 0

④「打者と投手の利き腕」
打者と投手の利き腕は 4つの組み合わせが可能である。

• 右打者と右投手（右右ダミー）：どちらも右ききなら 1、それ以外は 0

• 右打者と左投手（右左ダミー）：打者が右きき、投手が左ききなら 1、それ以外は 0

• 左打者と右投手（左右ダミー）：打者が左きき、投手が右ききなら 1、それ以外は 0

• 左打者と左投手（左左ダミー）：どちらも左ききなら 1、それ以外は 0・・・基準値に指定

*7 ロジスティック回帰分析は、目的変数が 0 と 1 からなる 2 値のデータについて、説明変数を使った式で表す統計方法。 ロジス
ティック回帰分析を行うと、説明変数を用いてある事象が起こる確率を予測することができる。ここでは打球がホームランになる
（ = 1）、ホームランにならない （ = 0）という 2値変数を指定して分析している。
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統計モデルには「左左ダミー」を基準値に指定し、「右右ダミー」、「右左ダミー」、「左右ダミー」の 3 つだ
けを投入している。
⑤「ホーム球場ダミー」
試合の開催球場がホームなのかどうかに関するダミー変数で、試合が打者にとってホーム球場の試合は 1、
アウェイ球場なら 0

6. 分析結果
6.1 ロジスティック回帰分析結果
図 2はホームランを引き起こすと思われる要因に関する分析結果である。

図 2 ホームランになることを引き起こす要因に関する分析結果

図 2の左端にはこのモデルに投入された独立変数と統制変数の名称が記されている。図の横軸はそれぞれの
変数がどの程度ホームランと関連しているのかを示している。変数名の右側に水平に引かれた横線の中央にあ
る「○」は推定値の平均を示しており、「○」の位置が 0から右側に離れるほど、それぞれの変数がホームラ
ンになる確率とプラスの関連が強いことを示し、「○」の位置が 0から左側に離れるほど、それぞれの変数が
ホームランになる確率とマイナスの関連が強いことを示している。この横線が縦の点線 (0.0) に触れている場
合、「統計的に有意ではない」ということになる*8。ここでの推定値はロジスティック回帰分析における の変
化量を表している（分析結果の詳細は Appendix2を参照）。
例えば「打者の体重」の「○」は 0 から垂直に伸びている縦の点線より右側にあり、左右に伸びている水平
線は縦の点線に触れていないので（つまり、統計的に有意なので）、打者の体重が重いほど、ホームランにな
る確率は大きいということになる。
同様のことが「打者と投手の利き腕」を表す 3つのダミー変数にも当てはまる。「右右ダミー」「右左ダミー」

*8 横線は 95% 信頼区間を表しており、信頼区間を表す横線が短いほうが推定値の信頼性が高く、横線が 0 を表す縦の黒い点線に触
れていない場合は統計的に有意であるが、触れている場合は有意水準 5% において、統計的に有意ではないということを示してい
る。
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「左右ダミー」のいずれの推定値も 0から垂直に伸びている縦の点線より右側にあることがわかる。この結果
は、分析の基準である「左左ダミー」と比較すると、いずれの組み合わせもホームランになる確率が大きいこ
とを示している。ただ、ここで示している推定値は、ロジスティック回帰分析におけるそれぞれの変数に関す
る であり、この値をそのままホームランになる確率だと解釈することはできない。さらに、ロジスティック
回帰分析は通常の回帰分析と異なり、独立変数の値ごとに係数（ = 限界効果）の統計的有意性を確認する必
要がある。そのため、次節では、独立変数の値ごとの統計的有意性を確認することで、仮説を検証する。
例えば「打者の体重」の「○」は垂直に伸びている点線より右側にあり、縦の点線に触れていないので、打
者の体重が重いほど、ホームランになる確率は大きいということになる。同様のことが「打者と投手の利き
腕」を表す 3つのダミー変数にも当てはまる。「右右ダミー」「右左ダミー」「左右ダミー」のいずれの推定値も
垂直に伸びている点線より右側にあることがわかる。これは基準である「左左ダミー」と比較すると、いずれ
の組み合わせもホームランになる確率が大きいことを示している。ただ、ここで示している推定値は、ロジス
ティック回帰分析におけるそれぞれの変数に関するであり、この値をホームランになる確率だと解釈すること
はできない。さらに、ロジスティック回帰分析は通常の回帰分析と異なり、独立変数の値ごとに係数（ = 限
界効果）の統計的有意性を確認する必要がある。そのため、次節では、それぞれの仮説ごとに統計的有意性を
確認する。
6.2 仮説ごとの検証結果

• H1: 打者の体重が重いほどホームランになる確率が高い

図 3の左側の X軸は「打者の体重」、Y軸は「ホームランになる予測確率（0-1）」を示しており、打者の体
重が重くなるにつれて、ホームランになる予測確率も大きくなっていることがわかる。例えば、打者の体重が
100kgなら、ホームランになる予測確率は 0.03（= 3%）であることがわかる。図 3の右側のグラフはこの傾
向が、選手の体重が変化しても一貫して統計的に有意であることを示している。

図 3 打者の体重とホームランの平均限界効果
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• H2: 球速が遅いほど、ホームランになる確率が高い

図 4の左側の X軸は「球速」、Y軸は「ホームランになる予測確率 （0-1）」を示しており、球速が速くな
るにつれて、ホームランになる予測確率が低くなっていることがわかる。例えば、球速が時速 100Kmなら、
ホームランになる予測確率は 0.03 （ = 3%ポイント）高まることがわかる。図 4の右側のグラフはこのこと
が、球速が 100Km/h以上のときにのみ統計的に有意であり、当てはまることを示している。つまり、球速が
100Km/h以下の場合、球速とホームランは無関係という結果ということになる。

図 4 球速とホームランの平均限界効果

• H3: 球種がストレートだと、ホームランになる確率が高い

図 5の左側の X軸は「球種（ストレートか否か）」、Y軸は「ホームランになる予測確率（0 - 1）」を示して
おり、球種がストレートであれば、ホームランになる予測確率が高くなることがわかる。例えば、球種がスト
レート（つまり、X = 1）なら、ホームランになる予測確率は 0.025（= 2.5%）であることがわかる。図 5の
右側のグラフはこのことが、いかなる球種の時（つまり、ストレート以外）でも、統計的に有意であることを
示している。

図 5 球種とホームランの平均限界効果
Note: 直球ダミーは 0と 1の値から構成されるダミー変数であるが、
ここでは便宜上、直球ダミーを連続変数として見なして分析している。
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• H4: 打者と投手の利き腕が異なる場合、ホームランになる確率が高い

図 2における「右右ダミー」「右左ダミー」「左右ダミー」いずれの係数も統計的に有意であることがわかる。
ここでは「左左ダミー」を分析の基準と設定しているため、これらの係数は「左打者・左投手」の場合と比較
した時に、これ以外の 3つの組み合わせにおいてホームランになる予測確率がどれだけ高くなるか（あるいは
低くなるか）を示している。いずれの係数もプラスのため、打者と投手の組み合わせが「左左」の場合と比較
すると、「右左 （係数 0.58）」「左右（係数 0.43）」「右右（係数 0.38）」「左左」の順番でホームランになる予測
確率が高くなることがわかる（係数は の値）。つまり、4つの組み合わせの中でホームランになる予測確率が
高い順に並べると、「右左」「左右」「右右」となり、最もホームランになりにくいのが「左左」の組み合わせで
あることがわかる。

図 6 打者と投手の利き腕（右右）とホームランの平均限界効果
Note: 右右ダミーは 0と 1の値から構成されるダミー変数であるが、
ここでは便宜上、右右ダミーを連続変数として見なして分析している。

例えば、打者と投手の利き腕の組み合わせが「右右」の場合の結果を確認してみよう。図 6の左側の X軸
は「打者と投手の利き腕がどちらも右かどうか」、Y軸は「ホームランになる予測確率（0-1）」を示しており、
打者と投手の利き腕がどちらも右（つまり、X = 1）であれば、そうでない場合（つまり、X = 0）と比べて、
ホームランになる予測確率が高くなることがわかる。例えば、打者と投手の利き腕がどちらも右であれば（つ
まり X = 1なら）、ホームランになる予測確率は約 0.023（= 2.3%）であることがわかる。この結果は「打者
と投手の利き腕がどちらも左の場合」と比較した時の値である。

• H5: 球団チームが所属するホーム球場だと、球団チームはより多く ホームランを打つ

図 2の「ホーム球場ダミー」が統計的に有意でないため、ホーム球団で行われている試合で、ホームチーム
だからといってホームランを打つ確率が高まるわけではないことがわかった。

7. 結論
本論文では、2023年の NPB選手の打席成績のデータ（ケース数 46,406）を使い、5つの仮説を提示して
日本の野球界における「都市伝説」の検証を試みた。5つの「都市伝説」の中で 4つは確からしいという結論
が得られた。つまり、打者の体重が重いほど、球速が遅いほど、球種がストレートの場合、そして打者と投手
の利き腕が異なる場合、打球がホームランになる確率を高めることがわかった。野球ファンの間でよく話題に
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なる「ホーム球場だとホームチームは本塁打を打つ」という都市伝説は実証できなかった。本研究では、2023

年の単年度データに基づいて膨大なデータを使って分析しているが、より信頼性の高い結果を得るためには、
複数年度にわたるデータを用いて分析を行うことが望ましいと考えられる。また、今回の分析において有意な
結果が出なかった「ホーム球場の優位性」については、観客の応援などによる影響など、球団に関わる要因
（野外球場かドーム球場かなど）を追加することで、正確な分析結果が明らかになることが考えられる他、緩
急などのホームランになる確率に大きく影響を与えていると考えられる変数を追加して、より詳細な分析を行
う必要があろう。
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Appendix

Appendix 1

• Appendix 1.1 記述統計

表 2 データの記述統計（2023 年の NPB公式戦データ）
Note: 打席数は統制変数として含んではいない。

全選手の合計打席数（ケース数 53,974）であるが、欠損値処理（ケース数 46,406）を行っている。

• Appendix 1.2 統制変数の解説

表 3 統制変数の解説
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Appendix 2 ロジスティック回帰分析結果

図 7 ロジスティック回帰分析結果
Note: アスタリスク「＊」は統計的有意性を表す。

アスタリスクが 3 つの場合 = 有意水準 1%、2 つの場合 = 有意水準 5%、1 つの場合 = 有意水準 10%で統計的に有意。
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